
米原油在庫減少も、中国リスクで値下がり続く
NY原油先物相場は、1バレル=76～79ドル水準まで値下がりする展開になった。中国経済の減速懸念が

根強く、他の産業用素材と連動して上値の重い展開が続いた。中国人民銀行（中央銀行）は7月22日に

景気回復を促すために主要短期金利を引き下げたが、マーケットでは中国経済を下支えするのは困難と

の悲観的な見方を織り込んでいる。また、中東和平への期待感も原油相場にはネガティブ。イスラエル

とハマスの停戦合意が近づいているとの見方から、ファンドが買い玉整理を進めている。6月10日以来

の安値を更新した。

米原油在庫は4週連続で減少している。季節的な需要拡大を受けて、米国内需給が引き締まっているこ

とが再確認できる。2月2日以来の低在庫環境はポジティブだが、マーケットの関心は高まらなかった。

在庫減少と原油安が共存する環境が続いている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（7月19日時点）は、原油が前週374万バレル減、ガソ

リンが557万バレル減、石油精製品が275万バレル増となった。

©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved.

原油ETF証拠金取引 
WEEKLY REPORT
2024/07/29号

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。

1

マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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（注）青線はWTI原油（右軸）
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中国指標悪化だと上値重い、中東情勢にも要注意
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【展望】

中国経済リスクの上値圧迫が続きやすい。80ドル割れでも押

し目買いを入れる動きは鈍く、地合の悪さが窺える。7月31

日と8月1日に中国の7月製造業PMIが発表されるが、中国経

済の減速傾向を確認する内容になると、改めて売り圧力が強

まりやすくなる。非鉄金属や鉄鉱石相場の値下がり傾向が続

くと、原油相場も下振れリスクが維持されやすい。

また、中東和平への期待感も、原油相場の上値を圧迫してい

る。前週はイスラレルのネタニエフ首相が訪米したが、イス

ラエルとハマスの停戦協議が進展しているとの見方が強い。

依然としてガザ地区では激しい戦闘が続いているが、停戦協

議に大きな進展がみられると、ファンドの買い玉整理の動き

が加速しやすくなる。75ドル割れのリスクも想定しておくべ

き値位置になっている。

一方で、6月から7月上旬にかけて原油相場を押し上げてきた

テーマは維持されている。夏の行楽シーズンで輸送用エネル

ギー需要が底固く推移する中、国際原油需給は引き締まって

いる。米原油在庫が更に大きく取り崩されると、押し目買い

が膨らむ可能性がある。WTI原油は値下がりしているとは言

え、逆サヤ（期近高・期先安）環境が維持されていることに

も注意が必要。

8月1日に石油輸出国機構（OPEC）プラスの合同閣僚監視委

員会（JMMC）が開催される予定になっている。原油相場は

値下がりしているが、現状では政策調整の可能性は低いとみ

られる。OPECプラスは9月まで現行の減産体制を維持し、

10月以降に段階的な減産規模縮小（＝増産）を予定している。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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（出所）CFTCよりマーケットエッジ作成
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